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観
光
資
源
と
し
て
の

福
岡
城
跡
ｏ鴻
臆
館

福

岡
市

長
　

高

巨

］
一
ボ

一
郎

一

福
岡
市
は
、
地
理
的
に

も
歴
史
的

に
も
大
陸
と

の
つ
な
が
り
が
深
く
、
多

く

の
来
訪
者
を
お
迎
え

す

る
な
か

で
発
展
を
遂

げ
て
き
た
都
市

で
す
。
そ

‐'SI
)`ヽ ■ヾ|

1‐ 糀憑鐘

の
た
め
、
国
宝

の
金

１１１１
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
国

内
外

に
誇

る
こ
と
が
で
き

る
先
人
か
ら

の
歴
史
的

遺
産
が
多
く
あ
り
ま
す
〓

古
代

の
迎
賓
館
と
し

て
栄
え
た
「
鴻
肺
館
」
跡
も

そ

の

一
つ
で
す

‐，
現
イー‥
、
補
岡
市

で
は
発
掘
調
査
を

進
め
て

い
ま
す
が
、
旧
平
和
台
球
場
南
半
分
に

つ
い

て
は
、
調
査
成
果
を
市

民

の
皆
様

に
還
元
す

る
た

め
、
一理
構

。
旧
地
形

の
平
面
表
示
を
主
と
し
た
暫
定

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
．

今
後

は
国
史
跡
一
福
岡
城
跡
」
の
あ
る
舞
鶴
公
園

を
、
西
側
に
広
が
る
大
一泳
公
園
と
と
も

に
、
多
く

の

観
光
客

の
方

々
に
魅
力
的

に
映
る
観
光
資
源
と
し

て
、
ま
た
市
民

の
皆
様

の
心
を
な
ご
ま
せ
る
都
会

の

オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
積
極
的
に
活
用
し
て
ま

い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

わ
た
し
は

こ
の
ま
ち

に
、
大
変
、
愛
着
を
感
じ

て

お
り
ま
す
．
福
岡
市
ほ
ど
人
と
環
境
と
都
市
が
調
和

の
と
れ
て
い
る
ま
ち
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
¨
」ヽ
れ

は
、
多
く

の
先
輩

の
方

々
の
長
年
に
渡
る
ご
努
力

の

結
果
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り

ま
す

′、フ
後
は
、
ア
ジ

ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
を
目
指

し
、
「
福
岡
の
ま
ち

に
元
気
を
取
り

戻
し
た

い
」
と

い

う
熱

い
思

い
を
も

っ
て
、
市
民
と
行
政
が
足
並
み
を

揃
え
た
「
市
民
が
共
感

で
き
る
市
政
」
を
目
指
し
、
歴

史
と
文
化
を
大
切

に
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
誠
心
誠

上思
、
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す

の

で
、
今
後
と
も
な
お

一
層

の
ご
支
援
、
い
」
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
．）



八餡隧爬鱚涙所隕鍼瘍蜃慇颯蝋蒻鶉
福岡城跡は、昭和32年に国指定の史跡になりました。福岡市の中心にありながら、広大な福岡

城跡地は市民への存在感が薄く観光資源としても活かされていないのではと感じています。

壮大な石垣が存在しながら建築物が大半失われて、ほとんど復元されていない事や樹木が茂

りすぎている為、城跡が分かりにくくなっています。来訪者に在 りし日の福岡城を偲ばせるよ

うな案内板もなく、城跡を案内するマップが無いままで今日に来てしまいました。

今回「福岡城400周年記念委員会」が 7年前に作成された「福岡城散策マップJを基に、往事の

櫓や天守閣・本丸御殿・門などが発発させられる、わかり易い解説付きの散策マップを作成しま

した。

不弔九源
晨阜装 仄ッ鮮

ヽ
一

Ｖ
訟

〈福岡城散策マップの一部を掲載しています〉

「福岡城散策マップJは、福岡市の主だった観光案内所 (博多駅・天神・博多

町屋ふるさと館等)と 、福岡城市民の会の事務所に備えています。

市民や来訪者・観光客に福岡城跡に足を運んでもらいたい事と福岡城が福

岡市の歴史文化都市のシンボルとして活かされて欲しいと願っています。

今後当会で、このマップを活用したウォーキング・セミナーなども企画し

ていきたいと思っています。



嘉
永
六
年

（
一
人
五
三
年
）
六
月
三
日
、
三
浦

半
島
の
浦
賀
に
、
突
如
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
提
督

率

い
る
艦
隊
が
来
航
、
幕
府
に
対
し
て
強
く
開
国

を
迫

っ
た
。

こ
の
緊
急
の
事
態
に
驚

い
た
幕
府
は
全
国
の
大

名
に
異
例
の
諮
問
を
行

っ
て
広
く
意
見
を
求
め
た

が
、
そ
の
殆
ど
は
空
威
張
り
で
あ

っ
た
り
、
無
気
力

で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
群
を
抜
い
て
い
た
の
は
福
岡

藩
主
、
黒
田
長
濾
の
建
白
書
で
あ

っ
た
。

長
淳
は
長
崎
か
ら
常
に
情
報
を
入
手
し
て
お
り
、

西
欧
の
事
情
に
も
通
じ
、
当
時
の
日
本
の
お
か
れ
て

い
る
厳
し
い
国
際
環
境
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
長

博
は
長
文
に
わ
た
る
建
自
書
の
な
か
で
、
旧
態
依
然

た
る
鎖
国
政
策
を
放
棄
し
、
開
国
通
商

へ
の
問
戸
を

開
く
べ
し
と
主
張
。
ま
た
洋
式
の
軍
艦
や
、
大
型
商

船
の
建
造
を
急
ぎ
、
富
国
強
兵

へ
の
道
を
選
ぶ
べ
き

で
あ
る
と
唱
え
た
。

説
き
さ
り
、
説
き
き
た
り
長
文
の
建
白
書
は
長
薄

が
日
頃
か
ら
の
考
え
を
十
分
に
述
べ
た
理
論
整
然
、

堂
々
た
る
開
国
論
を
展
開
し
た
誠
に
優
れ
た
も
の
で

あ

っ
た
。
た
だ
こ
れ
を
実
行
に
移
す
た
め
に
は
国
内

体
制
の
抜
本
的
な
変
革
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ

ま
で
筆
が
及
ば
な
か

っ
た
の
は
長
淳
自
身
は
あ
く
ま

で
幕
藩
体
制
の
維
持
を
望
ん
で
い
た
た
め
で
あ
ろ

つヽ
。し
か
し
時
代
の
流
れ
は
激
し
く
変
革
を
求
め
て
ゆ

く
。
文
久
二
年
２

八
六
二
年
）
、
京
都
で
は
朝
廷
の
親

任
を
得
た
長
州
藩
の
勢
力
が
強
く
、
五
月
に
は
関
門

海
峡
を
航
行
中
の
米
、
仏
、
蘭
の
商
船
を
攻
撃
、
攘
夷

を
決
行
す
る
。

こ
の
よ
う
な
長
州
の
過
激
な
動
き
に
対
し
、
公
武

合
体
派
の
公
卿
と
組
ん
だ
薩
摩
藩
と
会
津
藩
が
突
然

武
力
を
も

っ
て
長
州
藩
を
京
都
か
ら
追
放
し
た
。
」ヽ

れ
を
「
文
久
政
変
」
と

い
う
が
、
い」
の
た
め
三
条
実
美

ら
七
卿
も
長
州

へ
亡
命
す
る
。

こ
れ
に
力
を
得
た
幕
府
は
、
い」
の
時
と
ば
か
り
長

州
藩
を
討
と
う
と
動
く
が
、
」ヽ
れ
が
国
内
対
立
と
な

る
の
を
恐
れ
た
長
博
は
、
」ゝ
の
事
態
を
さ
け
る
べ
く

懸
命
の
努
力
を
続
け
る
。
」ゝ
れ
が
幕
末
の
歴
史
の
な

か
で
も
異
彩
を
放

つ
有
名
な
福
岡
藩
の
「長
州
周
旋
」

で
あ
る
。
永

い
時
日
と
困
難

の
末
、
こ
の
交
渉
は
成

功
、
〓
一条
以
下
五
卿
を
福
岡
藩
で
太
宰
府
に
引
き
取

る
こ
と
で
収
ま

っ
た
。

幕
府
、
そ
の
中
で
も
強
硬
派
の
薩
摩
藩
を
説
得
、
頑

固
な
長
州
藩
を
恭
順
ま
で
導
く
と
い
う
こ
の
困
難
な

交
渉
は
勿
論
長
淳
の
強
い
意
志
が
あ

っ
た
た
め
だ
が

前
半
は
特
命
を
受
け
た
側
近
の
喜
多
岡
勇
平
の
功
績

で
あ
り
、
後
半
は
筑
前
勤
皇
党
を
代
表
す
る
加
藤
司

書
や
月
形
洗
蔵
ら
の
活
躍
だ

っ
た
。

そ
の
功
績
を
認
め
た
長
博
は
加
藤
司
書
ら
を
重
用

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
佐
幕
派
の
家
老
ら
は
こ
れ
に

不
満
、
総
辞
職
し
藩
内
の
対
立
が
激
し
く
な
る
。

藩
政
を
握

っ
た
司
書
は
五
卿
の
保
護
に
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
長
淳
に
対
し
て
も
、
藩
主
の
意
見
は
尊
重

す
る
も
納
得
し
が
た
い
場
合
は
修
正
を
求
め
る
と
い

う
意
見
書
を
出
し
、
長
淳
の
不
快
を
か
う
が
、
家
中
の

強
い
反
感
に
も
あ
う
。

そ
の
結
果
、
司
書
は
辞
任
、
再
び
佐
幕
派
が
藩
政
に

乗
り
出
し
、
五
卿

へ
の
冷
遇
と
な
る
。

慶
応
元
年
、
長
州
で
高
杉
晋
作
が
挙
兵
、
討
幕

へ
と

時
代
が
動
く
な
か
、
福
岡
藩
で
は
勤
皇
過
激
派
に
よ

る
テ
ロ
が
頻
発
、
長
淳
の
側
近
、
喜
多
岡
勇
平
も
暗
殺

さ
れ
た
。
又
、
長
淳
を
幽
閉
す
る
と
い
う
噂
な
ど
も
流

れ
、
長
博
の
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
、
勤
皇
派
大
弾
圧

ヘ

えヽ
　
と
　
　
き

の
と

う

し

と
発
展
す
る
。
こ
の
年
の
干
支
が
乙
丑
で
あ

っ
た
の

で
「
乙
丑
の
獄
」
と
呼
ば
れ
た
。

長
淳
は
公
武
合
体
と

い
う
信
念
の
も
と
国
内
対
立

を
憂
慮
し
長
州
周
旋
に
動

い
た
が
、
そ
れ
が
勤
皇
派

の
志
士
た
ち
に
誤
解
さ
れ
た
悲
運
の
藩
主
で
あ

っ

た
。
幕
末

の
大
名
の
な
か
で
も
高

い
識
見
を
持
ち
な

が
ら
家
庭
的
に
も
七
人
の
子
供
が
す
べ
て
幼
児
で
死

亡
す
る
と

い
う
不
幸
に
も
あ

っ
た
。
遂
に
は
藩
の
贋

札
事
件
の
責
任
を
問
わ
れ
、
養
子
の
長
知
は
藩
知
事

免
官
、
自
身
は
城
内
を
出
、
浜
の
町
別
邸
の
海
岸
か
ら

東
京

へ
去
る
こ
と
に
な

っ
た
。
五
歳
の
孫
を
連
れ
た

六
五
歳
の
老
公
を
涙
な
が
ら
見
送

っ
た
家
臣
、
町
民

は
万
を
数
え
た
と

い
う
。
明
治
三
年
八
月
二
三
日
で

あ

っ
た
。

黒
田
長
淳
は
明
治
二
十
年
三
月
七
日
逝
去
し
た
。

七
七
歳
で
あ

っ
た
。
墓
は
東
京
の
青
山
墓
地
に
あ
る
。

〔一九
〕

畿
五
月
三
日
（祝
ｏ火
）
十
時
～
十
七
時

五
月
四
日
（祝
・水
）
十
時
～
十
七
時

議
舞
鶴
公
園
西
広
場（福
岡
城
西
三
の
丸
）

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る
「福
岡
城
ど
ん
た
　
一一

く
演
舞
台
」
は
、
三
日
に
は
、
筑
前
今
様
、
日
韓
　
一一

の
踊
り
、
フ
ラ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
琉
球
国
祭
り
　
一一

太
鼓
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
目
。　
　
　
　
　
一

四
日
は
、
黒
田
長
高
ご
夫
妻
が
お
見
え
に
な
　
・一

り
、
黒
田
藩
古
武
道
、
福
岡
藩
砲
術
・陽
流
抱
え
　
一〓

大
筒
な
ど
福
岡
城
演
舞
台
な
ら
で
は
の
特
別
　
．一

の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
一

皆
様
も
「
福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台
」
を
出
　
一

演
の
方
々
と
ご

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
　
一一

十一代黒田長博
(福岡市博物館所蔵)

ｌ
ｏ哺
佃

ｏ
「

れ
瀧
甦



ご法要の前には必ず、ボランティアの方も含
め100名 以上の方々と黒田家墓所の清掃を
おこなっています。

一・
藤
香
会
に
つ
い
て

紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
福
岡
城
市

民
の
会
に
関
わ
り
頂

い
て
い
る
団
体
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

藤
香
会
は
、
黒
田
藩
ゆ
か
り
の
方
々
を
軸
に

福
岡
市
に
永
く
居
住
さ
れ
て
い
る
方
も
加
え

た
会
で
す
。
現
在

の
福
岡
繁
栄
の
基
礎
を
築

い

た
黒
田
如
水
公
、
長
政
公
を
初
め
歴
代
藩
主
の

遺
徳
と
偉
業
を
偲
び
、
福
岡
の
発
展
を
念
じ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

三
月
二
十
日
の
如
水
公
ご
法
要
、
八
月
四
日

長
政
公
ご
法
要
、
一
一月
十
二
日
忠
之
公
ご
法
要

を
崇
福
寺
で
執
り
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も

参
列

い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
同
時
に
講
話
に
よ

る
歴
史
勉
強
会
や
藩
主
ゆ
か
り

の
史
跡
を
巡

り
、
見
間
を
広
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
月
に
は
、
会
創
設

一
二
〇
周
年
記
念

祭
を
行

っ
て
記
念
碑
を
建
立

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
先
人
の
遺

徳
と
偉
業
を
後
世
に
伝
え

て
ゆ
き
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
。

絡
間
の
今

の
若
を
条

か
れ
Ｌ

晨
日
の
る

こ
そ

永
４
に
と
ど
め
ん

黒田如水・長政親子の九州戦跡を訪ねる
企画:NPO法人 福岡城市民の会 同行案内 :事務局/野田弘信

「文濾0慶長の役』亀畿屋城蠍鰺炒鶉饉心讀
0出発 :天神日銀前(8:30)参加費:9,000円 (昼食付)

豊臣秀吉は、天下統一を果たし、すぐさま海外遠征を始めます。その渡海の基地として、黒田如水が隔電張り」を行い、子の

長政が惣奉行として諸侯に工事負担を指定して、わずか 4～ 5カ 月のスピー ドエ事で名護屋城を築城しました。

【コース】 福岡天神……………黒田長政陣屋跡………………名護屋城博物館/名護屋城本丸跡(昼食)
……前田利家。小西行長陣屋跡……………徳川家康陣屋跡……………福岡天神

九州の関ケ漂「国東半島・別府石垣原」を訪ねる
○出発 :天神日銀前(8:30)参加費:9,000円 (昼食付)

慶長 5年 (1600)9月 9日 、天下分け目の関ケ原戦を前にして、黒田如水は九州を平定し、更には天下を夢見て軍を起こし
中津城を進発します。西軍に組する国東半島の諸城を攻略しつつ、大友義統軍と石垣原にて合戦 |これを投降させ、その後

北九州全域を制圧しました。

【コース】 福岡天神…̈………太宰府IC……………基山PA……………宇佐IC………̈…豊前高田城 (車窓)
……冨来城………̈… (昼食)…………安岐城………… 杵̈築城 (車窓)¨…………別府SA……………

別府・実相寺山(黒田如水本陣跡)……………石垣原境川古戦場跡……………吉弘統幸陣所跡
……大友義統本陣跡……………基山PA… …̈…̈…福岡天神

‐謡 盤 ‐||.(株)西日本新聞旅行 TEL 092E711・ 5518 FAX 092日711・ 1969

饉鸞

福岡市中央区天神 1‐ 4-1
担当:高杢一彦
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岸 大 佐 今

本 塚 藤 任

清 允 芳

悟 美 昭 昭

利 早 嘉

明 明 嗣 和

儘集後記
日本列島に悪夢が襲いかかりました。衝撃極まる東日本大震災、

大津波と原発事故です。呆然とテレビ画面を見入った人々は言葉を

失いました。心よりお見舞い申しあげます。

年度当初より「福岡城だより」は会員の皆様、そして次世代の方々

に、装いも新たに熱きメッセージをお届けしたいと思います。

会員の皆様方の投稿をお待ちしています。当市民の会に日頃お感

じになっていることなどご意見をお聞かせください。

画勒騒目鴻腫館・福岡城跡歴史・観光・市民の会
〒810‐0042 福岡市中央区赤坂 112,15 読売福岡ビルフ階
TEL 092‐ 716‐8238 FA× 092‐ 716-8254
HPア ドレス  http://fukuokaloko「 Okan npgoip/
E―ma‖  fukuokaio@tOS bbiq ip
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